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副会長あいさつ

藤原融 	大阪大学


藤原融 	大阪大学


本年度から副会長を仰せつかりました藤原です．よ

ろしくお願いいたします．

田島先生から，副会長あいさつを書くようにとの

ご連絡をいただきまして，これも仕事とお引き受け

しましたが，いつものことで筆が進まず締め切りを

過ぎてしまい，ご迷惑をおかけしております．

まずは，恒例により？少し昔話を書かせていただ

きます．私が情報理論とその応用研究会 	����の前

身
 に初めて参加したのは第 2 回の賢島からです．

といっても研究発表をしたわけでなく，ソビエト連

邦から嵩教授のところに来られていた 4� ���&�%

博士， 5�6��
��% 博士の案内という名目で連れて

行っていただいただけでした．そこで第 �回が八幡

平と聞いて，これは行かねばということで，かなり

強引に原稿をでっちあげ，初めて発表しました．一

応，言い訳しておきますと，その当時は ��でした

が，2 年生・修士では暗号を用いたプロトコルの研

究を行なっていて，符号理論関係の発表はしたこと

がなく，『強引に』ということになったのでありまし

た．符号理論の勉強は博士後期課程に入ってから本

格的に始めました．

なぜこの道に入ったかと考えると小学生の頃に遡

ります．小学生のころ，アポロ 33号の月着陸，37号

の帰還などを見て，何故か，ロケットそのものでな

く通信というものに惹かれました．その前からアマ

チュア無線に興味をもっていたことも影響している

かもしれません．

高 7の夏までは，通信工学科を目指していました

が，大学は情報工学科を選びました．当時 	3�88年


のことですから，大学の学科に関して今程多くの情

報はなく，各学科数行の説明があるだけですし，説

明会というものもありませんでした．まだ，計算機

と通信もあまり関わりのなかった？ 	少なくとも田

舎の高校生には知る由もなかった
 頃です．ふとし

たはずみで，計算機に魅力を感じたのです．7 行広

告にひっかかったのかもしれません．

卒業研究で研究室を選ぶとき，『暗号』というテー

マに惹かれて嵩教授の研究室を選びました．ふと気

づくと，通信と関連深いことをやっていました．世

の中めぐりあわせで，運が良かったのか，悪かったの

かは，神のみぞ知るところですが，自分ではよかっ

たと思っております．

さて，昔話はこれくらいにして，学会について少し

書きたいと思います．本学会は，国内では電子情報

通信学会の情報理論研究会を含めいくつかの研究会，

国際的には �999 ���� &�
��� ���� � �����
� など

と扱う分野が重なっています．歴史的背景はそれぞ

れ異なっているわけですが，我々研究者の活動を支

えるための組織であるべきということは共通です．

大きな学会には大きな学会のメリットがあり，本学

会には本学会のメリットがありまし，逆にデメリッ

トもあります．本学会は規模が比較的小さく小回り

が利くというのがメリットであり，小さい故，論文

誌を持たない等がデメリットと言えるかもしれませ

ん．もちろん，何をメリット，デメリットと思うか

は立場によって違います．

私が数年前に知人から聴いた言葉に「常識は人に

よって違う」というのがあります．うまいこと言う

なと思いました．本当の『常識』というものがあると

すれば，我々が普段常識と捕らえているものは，本

当の『常識』を小さな部分集合として含むものです．

研究者としては，自分の研究分野に関する自分の常

識を極小集合にすることを目指すべきなのかもしれ

ません．ただし，日常生活でそうだと周囲が苦労す
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ることになりそうです 	自分のことは棚に上げてい

ます
．

話を元に戻しましょう．本学会は ����や �����

のようなみんなが集まれる機会を提供するという意

味で学問の発展に大きく貢献していることはもちろ

んですが，小回りが利くことを活用して，新興分野

のワークショップを迅速に開くことなどでも貢献し

てきています．今後も，面白そうな新企画をサポー

トすることは大切だと思います．よいテーマなんて，

そうそう簡単にはみつからないのですから，多少失

敗しても，そのような立場で貢献することを一つの

目的とすべきように思います．もちろん，いろいろ

な『常識』がありますから，これに限ることはない

と思っております．

好き勝手なことを書かせていただきましたが，学

会のあるべき姿をこれからもよく見極めて，微力な

がら本学会の発展に協力できればと考えております

ので，よろしくお願い申し上げます．

多端子通信システムに対する情報スペクトル的表現による

符号化定理に関する研究

岩田賢一 	電気通信大学


岩田賢一 	電気通信大学


本論文は，多端子通信システムに対する情報スペ

クトル的表現による符号化定理に関する研究である．

情報理論における主なテーマの 3つは与えられた通

信システムにおける符号化定理を明確にすることで

ある．符号化定理は与えられた通信システムにおけ

る操作的な量と情報量との関係を明らかにする．こ

こでの操作的な量は符号化操作により定義される符

号化レートであり，情報量は通信システムにより定

められた確率分布の関数である．韓と 4� �:�は，非

定常;非エルゴード的な情報源や通信路を含む一般の

情報源や一般の通信路に対する符号化定理を確立す

る情報スペクトル的方法を提案している．

3 個の符号器と 3個の復号器の場合における情報

源と通信路のマッチング問題の自然な拡張として，

複数の出力端子を有する情報源と複数の入出力端子

を有する通信路のマッチング問題について考察して

いる．この問題設定では情報源から複数の出力端子

があり，各出力端子からの出力に相関がある場合を

考える．これらの相関のある情報を各観測地点にお

いて個別に符号化し，同時に多端子通信路を介して，

複数の場所に伝送する．このとき，情報源からの出

力情報を与えられた通信路により，定めた信頼性の

条件下で伝送できる符号が存在するかという情報源

と通信路のマッチング問題を考える．本論文では，

この情報源と通信路のマッチング問題に対して，符

号の存在を示す条件である $� ��
 �� 
の補題 	本論

文の補題 7�7
とその逆である "��%� �� �� 
の補題

	本論文の補題 7�2
 を情報スペクトル的方法に基づ

き示している．これらの補題において補助となる確

率変数を導入している．この補助となる確率変数を

導入することで，多数の符号器と多数の復号器から

なる各種の通信システムを統一的な視点から考察す

ることを可能にしている．また，$� ��
 �� 
の補題

においては，導入した補助の変数が各復号器におけ

る復号領域を定めるために重要な役割を果たす．こ

れらの補題から多端子通信システムにおける以下の

符号化定理に関する情報スペクトル的表現を明らか

にしている．

� 一般の多端子情報源と一般の多端子通信路の

マッチング問題おける順定理と逆定理
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� 一般の多端子通信路に対する通信路容量域に

関する定理

これらの符号化定理は本論文における主要結果であ

る．また，本論文で得られた符号化定理と既知の符

号化定理との関連についても明らかにしている．以

上の内容を本論文の第 7章と第 2章にまとめている．

次に，本論文の第 �章において情報源符号化につ

いて述べ，続く第 �章への準備を行っている．本論

文の第 �章においては，信頼性の基準として歪み測

度を導入し，情報源からの出力を許容可能な歪みの条

件下で効率よく符号化する場合を考えている．特に，

復号器が相関のある補助情報を有する場合のレート �

歪み関数について考察している．/��� と <�%は，

定常無記憶情報源に対し加法的歪み測度における平

均歪み基準でレート � 歪み関数を明らかにしている

が，本論文では，一般の情報源と一般の歪み測度に

おける最大歪み基準の場合を考え，この問題設定に

おけるレート � 歪み関数の情報スペクトル的表現を

与えている．このレート � 歪み関数も本論文におけ

る主要結果の一つである．

学位取得大学= 電気通信大学

電気通信大学

岩田賢一
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エンタングルメントの解析とホレボ容量の計算

下野寿之 	チームラボ


下野寿之 	チームラボ


量子情報理論において量子もつれは本質的である．

それ無しに量子計算は考えられず，また考案された

量子テレポーテーション 	3��7 年
 や ���� �����

������ 	3���年
 などの量子通信プロトコルはそれ

を利用したものである．本論文では，� 体間の混合

状態の量子もつれについての漸近的な性質 	対象と

なる状態の単一の個体から直接分からないが，その

状態の複製を多量に用意することで分かる性質
 を

追求するために，量子もつれの定量化及び量子もつ

れに関連してホレボ容量の計算について，研究を展

開した．

量子もつれを定量化する方法はいくつか提案され

ているが，以下の �通りの考え方 	共に 3���年
が

主なものである．一つは，� 体間上の状態 � が与え

られたとき，� 組 	� � �
 の � を作り出すため

に � の何倍の量のベル状態が必要であるかであり，

��	�
と表される．もう一つは，� 組 	� ��
の

� から � の何倍のベル状態が取り出せるかを考え

��	�
と表される．ここで状態を操作するために許

されている操作は +!""	局所操作と古典通信
のみ

であると仮定してある．

一般の �に対して ��	�
 を計算できるとすれば，

物の長さや重さが量れたことと同じくらい重要な意

味を持つと考えられる．しかしながら，それを計算

する数式で知られているもの 	���3 年
 は，��
��#

���&��
 �� �� &�
��� 	以下，�� と書く
と呼ばれ

る最適化演算子を含む数式で表示されたものにさら

に極限操作を加えたものなので，計算は二重に困難

なように思われる．それでも，もしも �� に加法性

と呼ばれる性質が成り立てば �� がいつでも �� に

一致するので，その困難を解決するための第一歩と

して �� が加法的であるかどうかについて解決を試

みた．本論文では，�準位系 	以下，量子ビットと書

く
�体の系以外において �� を計算された例が乏し
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かった中，7 準位系 � 体の系の反対称状態に着目し

た．その状態の �� の下限値を計算し，7 準位系 �

体の系の反対称状態 �組に対する �� の加法性を確

かめた．

本研究がなされた当時，�� が量子通信路のホレ

ボ容量と��/対応と呼ばれる関係で結びついたこ

とを通じて，�� の加法性とホレボ容量の加法性が同

値であることが証明された 	���7年
．この結びつき

は，一つの量子通信路からある対応によって導かれ

る量子状態について，その �� がホレボ容量とフォ

ンノイマンエントロピーの差で表されるというもの

である．この対応を用いて，加法性が成り立つこと

が知られているユニタル量子ビット通信路から導か

れる量子状態の �� を，ホレボ容量から �� を計算

してそれが �� に一致することを用いて計算できる．

本論文では，先に定義した �� の上限値が別の方法

で計算できることを利用して，��	�
が真に ��	�


より大きい場合があることを確かめた．このような

�� と �� に差が生じるような +!"" に不可逆性

があることを示す例としては，7準位系 �体の場合

	3��>年
と �準位系 �体の場合 	����年
に続く例

となった．

また，�� の加法性が全ての場合で成り立つこと

と �� の �
 ��� ���� ����
�%�
� と呼ばれる不等式

が全ての場合で成り立つことが同値であることが証

明された 	���7年
．従って，この不等式に反例が存

在したとすると，�� の加法性が成り立たない場合

があることを意味している．本研究では，自明でな

い最低の次元の場合，つまり �準位系の �体を �組

含む系に対してこの不等式が成り立つかどうかを数

値的に確かめた．この不等式にランダムに量子状態

を代入することを 3��万回程度繰り返したり，不等

式の両辺の差を目的関数としてその最小値を求める

方法で量子状態を変えながら代入しその最小値を求

めることを数十回繰り返したりしたが，いずれも反

例は見つからなかった．結論としては，�� の加法

性はいつでも成り立っている，もしくは，反例が存

在したとしても発見は難しい，と言える．

本研究の後半は量子ビット通信路のホレボ容量の

計算に関するものである．先に記したように �� の

加法性とホレボ容量の加法性は同値である．従って

ホレボ容量の加法性が破れる例が見つかれば，�� の

加法性の破れが証明されることになる．そのために

ホレボ容量の加法性が破れる可能性があると思われ

た特殊な量子ビット通信路を発見することを試みた．

その一つがホレボ容量を達成するために異なる入力

状態を 2個必要とする量子ビット通信路である．

まず最初に量子ビット通信路のホレボ容量を計算

するためのアルゴリズムを開発した．ホレボ容量を

表す式は，複数の量子状態とそれらの上の確率分布

を引数とする目的関数の最大値として表される．こ

の関数は，引数の量子状態に対して凸関数であり引

数の確率分布に対して凹関数であるので，最適化計

算を行った結果の局所最大値が真の最大値であるこ

とを保証することは一見困難なように思われる．こ

れを回避するために，誤差を許容しながら凹関数の

最大値を求める問題に置き換え，その許容誤差が �

に収束していくような個々の問題を順次解いていく

方法でホレボ容量を求めた．これによって，任意の

量子ビット通信路のホレボ容量とその容量を達成す

る入力信号が求まるようになった．この計算方法を

用いて 2個の異なる入力状態を必要とする量子ビッ

ト通信路を発見し，その通信路 �本に対してホレボ

容量の加法性が破れていないかどうかを数値計算に

より確かめることを試みた．その結果として加法性

が成り立つことを強く示す結果が得られた．

学位取得大学= 東京大学

チームラボ
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誤り訂正符号の軟判定復号法は受信信号の信頼度

情報を有効に利用する復号法であり，硬判定復号法

に比べて復号誤り確率を大幅に低減することができ

る．中でも軟判定最尤復号法は符号語単位の復号誤

り確率を最小にする復号法であるが，基本的には符

号が持つ全ての符号語の尤度を比較しなければなら

ず，その計算量が問題となっている．従来より，雑

音の発生が符号シンボル毎に独立である無記憶通信

路における最尤復号の計算量を低減する手法が多く

研究されている．

信頼度の順序に応じて生成行列を列置換して候補

となる符号語を繰り返し生成する手法やパリティ検

査行列を用いた同様な手法が一般の �元線形ブロッ

ク符号に対する効率的な復号法として近年注目を集

めている．この手法は，受信系列から計算される仮

の情報系列（以降，テスト情報系列と呼ぶ）を逐次的

に生成し，信頼度順に列置換された生成行列を用い

て効率的に候補符号語を生成する復号法である．一

方，劣悪な通信路におけるその復号計算量は依然と

して大きな問題となっている．そのため，復号誤り

確率の多少の劣化は許容して，その計算量を大幅に

低減する研究も多く行われている．

本研究では，この信頼度順に列置換した生成行列

（以降，置換生成行列と呼ぶ）を用いた従来の最尤復

号法に対し，復号誤り確率の劣化は伴わずに計算量

を低減する手法を開発することを目的とする．その

ために，本研究は主に次の 7つの提案を行っている．

	3
 従来の置換生成行列を用いた最尤復号法に対

し，不必要な尤度計算量を回避し，復号にか

かる実数演算量を低減する手法の提案．

	�
 F�6����#����� � によって提案されたテスト

情報系列の生成法を仮定したもとで，候補符

号語の生成にかかる �進演算量を大幅に低減

させる手法の提案．

	7
 テスト情報系列を評価関数の値順に生成する

手法を仮定したもとで，メモリ量を増加させ

ずに候補符号語の生成にかかる �進演算量を

大幅に低減させる手法の提案．

本研究では最尤復号をかならず達成しつつ，その計

算量を大幅に低減させることができることを示す．

なお，	3
のアルゴリズムは，全ての置換生成行列を

用いた復号法に共通する符号語生成後の尤度計算過

程の計算量を低減しており，	�
，	7
 の手法と併せ

て用いることも可能である．また，置換生成行列を

用いた復号アルゴリズムは任意の �元線形ブロック

符号に対して用いることができるため，本論文で提

案した手法もこれら全ての符号の復号に適用するこ

とが可能となる．

本論文は �章から成っており，その内容を以下に

述べる．

第 3 章において，本研究の背景と従来の線形ブ

ロック符号に対する最尤復号アルゴリズムの関係に

ついて，簡単に述べる．また，本論文で提案する手

法の概要について説明する．

第 �章において情報・通信システムのモデルや通

信路符号化・復号化の原理，本研究において対象と

している線形ブロック符号などについて述べる．ま

た以下の各章で共通となる定義や従来復号法につい

て記す．

第 7 章では 置換生成行列を用いた手法に共通す

>



る，候補符号語の尤度計算にかかる実数演算量を低

減する手法について述べる．この節では，まず �元

系列の半順序関係を定義し，探索の目的である最尤

の符号語が定義された順序関係で最も順位が高くな

ることを示す．一般に最尤の符号語を探索するには，

信頼度系列からのユークリッド距離を測らなければ

ならないが，定義した順序関係によって信頼度系列

との距離を大まかに測ることができる．また，新た

に生成された候補符号語と既に得られている最も尤

度が大きい符号語の順序関係を調べることによって，

最尤の符号語になり得ないかどうかを判定し，不必要

な尤度計算を省略できる手法を提案する．この際，�

元系列間の順序関係を調べる計算量は無視できる程

度であることを示し，提案した手法の有効性を示す．

第 2章では，予め効率的な探索順序を定めている

ことで著名な F�6����#����� � の手法を利用し，候

補符号語を求める計算量を低減する手法について述

べる．まず F�6����#����� � 法を解析し，連続して

生成されるテスト情報系列の C�&&���距離が比較

的小さいことを示す．それにより，以前に生成され

た候補符号語に生成行列の高々 �行を加えることに

より，求めたい符号語を高速に生成する手法を提案

する．結果として，メモリ量の大きな増加は伴わず

にその主要な計算量である �進演算回数を大幅に低

減できることを示す．

第 �章では，評価関数の値の小さい順にテスト情

報系列を生成していく幾つかの手法に対して，従来

から大きな問題点として指摘されているメモリ量を

低減する改良手法について述べる．そこで本章では

まず，従来提案されている主要な評価関数の性質を

詳細に解析する．また行った解析をもとに，共通す

る評価関数の性質を利用することにより，不必要な

テスト情報系列は可能な限り生成せずに，必要となっ

てから初めて次のテスト情報系列を生成するアルゴ

リズムを提案する．これにより，評価関数の値順に

テスト情報系列を生成する多くの手法に対し，その

メモリ量を大幅に削減できる．さらに，同様の考え

方を用いて求めたい候補符号語を高速に生成する手

法を提案する．結果として，従来手法よりもメモリ

量を増加させずに提案手法に要する �進演算回数を

大幅に低減できることを示す．

最後に，第 � 章において以上の結果をまとめ，結

論を述べる．また，今後の課題と展望について記述

する．

学位取得大学= 早稲田大学

早稲田大学

八木秀樹
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())*年情報論的学習理論ワークショップ +�!��())*,開催報告

麻生英樹 	産業技術総合研究所


麻生英樹 	産業技術総合研究所


情報論的学習理論ワークショップ 	�*��=

���� &�
���#*���� �����
��� ��������
は，3��>年

に，当時，情報理論，計算機科学，ニューロコンピュー

ティング，統計科学，統計物理学等の分野で，それぞ

れの背景のもとに発展しつつあった「学習理論」に

ついて，情報理論を基盤とする情報論的な観点から

総合的に議論する場として，山西健司氏 	�9"
およ

び竹内純一氏 	九大=当時 �9"
 の呼びかけによって

始められました．

情報理論とその応用学会のご支援の下，合宿形式

での第 3回のワークショップを開催して以来，さま

ざまな開催形態を試みながら回を重ねてきましたが，

���3年度からは電子情報通信学会の第二種研究会と

して，情報論的学習理論次元研究専門委員会の主催

で開催されています．����年度もまた，���� をは

じめ多くの団体にご協賛いただき，第 >回のワーク

ショップを開催することができました．

この間，インタネットを中心とする情報ネットワー

ク上での電子的なデータの爆発的な増加を一つの背

景として，データに基づいた学習的な情報処理の研

3�



究はますます盛んになり，パターン情報処理，信号

処理，自然言語処理，人工知能，バイオ情報処理，ロ

ボティクス，データマイニング，社会システム設計・

制御等の広い範囲の応用技術分野を巻き込みながら

引き続き発展しています．

発足当初に較べて，学習的な情報処理に関する研

究が成熟するとともに分化し，発表や議論の場が増

えている現在，�*�� の最大の特徴は，しっかりとし

た基盤に支えられた高度な異分野交流にある，との

考えに基づいて，�*������では，プログラム委員長

の本村陽一氏 	産総研
 をはじめとする �名のオーガ

ナイザの方々に，下記のように基礎から応用に亘る

タイムリーな話題についての 2つのオーガナイズド

セッションを構成していただき，総勢 3�名の第一線

の研究者の方々に最新の研究内容と研究動向につい

てご講演いただきました．

� 構造化データの機械学習 	津田宏治 	産総研



� ��
�������
 � ����� 
�
��� ���
�&�	竹内純

一 	�9"
，本村陽一 	産総研



� 変分ベイズ法 	上田修功 	���



� 音声・言語データコーパスとそれを用いた統

計科学的手法による研究 	松本裕治 	奈良先端

大
，松井知子 	統数研



また，鈴木譲氏 	阪大
のご尽力により，特別講演と

して，H������? . ��&��? ��� /���� の F��� ���6��

*����� 1 �����
��� ���� �
�& の論文で知られてい

る，C�) �0 大学の気鋭の若手研究者 H�� /���� 博

士に，*����� 1 �����
��� による厳密解探索とその

画像処理等への応用についてお話いただきました．

����年 33月 � 日から 33日の 7 日間に亘る会議

で，一般投稿も含めて発表件数合計は ��件 	シング

ルトラック
，参加者合計は約 ���名と，これまで同

様に，盛況のうちに終了することができました．	会

場の定員の都合で一部の方々にご参加いただけず，

申し訳ありませんでした．


発表のテーマは，傾向を論じることができないほ

ど多岐にわたっており，この分野が依然として活発

に発展を続けていることが感じ取れました．特に，

ポスター発表会場では，若手の研究者を中心として，

それぞれのポスターを前にして，討議の時間が足り

なくなるほど熱のこもった議論が続き，会場を閉じ

るのが心苦しいほどでした．

第９回となる �*������ は，鈴木譲氏 	阪大
 を

実行委員長として，���� 年 3� 月 73 日から 33 月

� 日にわたり，大阪大学中之島センターにて開催

される予定です 	詳細は �*������ ホームページ


������������������	��	�����をご参照くださ

い
．今年度もまた，多くの皆様にご参加いただき，

学習理論に関連する幅広い話題についてご発表，ご

議論をいただければと思います．

最後になりましたが，昨年度に引き続き，会場を

提供していただき，当日の運営を行っていただきま

した，早稲田大学理工学部の村田昇氏，井上真郷氏，

松嶋敏泰氏に感謝させていただきます．

�*������ホームページ：


������������������	��	������

研究集会「垂直磁気記録用最適信号処理方式実現に向けて」開催報告

鎌部浩 	岐阜大学


鎌部浩 	岐阜大学


表記の研究集会 	豊田工業大学未来情報記録機能

材料共同研究センタ主催，本学会共催
 が，����年

7月 �日に豊田工大で開催されました．

C$$	ハードディスク装置
の記録密度は 3���年

頃から年率 3��I，つまり毎年倍になるという速度

で向上してきました．しかし，しばらく前から年率
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2�Iくらいの向上に鈍化するとともに，長手方向の

記録による限界が意識されるようになり，近年は垂

直磁気記録方式の実用化研究が精力的に行われてき

ました．垂直磁気記録は 7�年程前に岩崎先生 	当時

東北大学，現東北工大学長
 が提案された記録方式

で，昨年この方式を採用した C$$ の販売を東芝が

開始しました．最初のディジタル磁気記録装置 (�#

��"を �*�が発売してから �� 年になる節目の年

に，ハードディスクは垂直磁気記録方式に本格的に

移行していきます．垂直記録では，長手記録とは異

なる雑音や周波数特性があるため，媒体やヘッドだ

けではなく信号処理方式も新しく開発する必要があ

り，これが本研究会の中心的な話題でした．

講演題目は次の通りです．「垂直磁気記録用信号

処理の課題とその解決に向けて」三田先生 	豊田工

大
，「垂直磁気記録再生系と 1(�+チャネル」岡本

先生 	愛媛大
，「*� �
 9  � "�  ��
��� )� +$1"

"����	+$1" 符号の 
�
� ��� を含む
」和田山先生

	名工大
，「代数的誤り訂正符号の硬判定及び軟判

定復号法 	代数幾何学的符号の 
�
� ���を含む
」松

井先生 	豊田工大
，「パターンド媒体を用いた (;/

系の検討」青井先生 	東北大
，「�0�#$�&��������

"���
 ���
� �� 1�

� ��� �����」鎌部 	岐阜大
，

「F ����� 
���	.��.�1

 � 	.��1

;J.�1
;��!K

����� ����� .� 1� ��������� �����
�� (��� �#

���」�&� ��� � 5� �����さん 	豊田工大
，「光ディ

スクにおける信号処理の動向」前田さん 	日立中研
．

これからしばらくは，垂直磁気記録方式で C$$

の記録密度を向上させていくことになると予想され

ていますので，三田先生と岡本先生の講演はこれか

らの研究の方向を知るという意味で興味深い講演で

あったと思います．和田山先生と松井先生の講演は

符号理論の側からの講演で 
�
� ���も含まれており，

聴講者にとって有益な講演であったと思います．青

井先生の話は個人的な興味から面白く聞きました．

$4$ の信号処理では 1(�+ が導入されたのです

が，前田さんの講演によると，次の世代の光媒体の

ために，光記録独自の信号処理が模索されていると

いうことでした．

余談ですが，先日行われた ��
� ��� ����	磁気に

関する国際会議，����年は ��� $����で � 月 8日

から �月 3�日にかけて開催
 の講演を聴いていて，

認識を新たにしたことがあります．磁気を利用した

記録装置を最初に開発したのは，デンマークの技術

者ポールセンである言われています．彼は，導線を

巻き付けた透磁率の高いリングに小さな間隙を設け，

その導線に音声に対応する電流を流すとともに，そ

の間隙の間をピアノを移動させることで，音声に対

応する磁化パターンをピアノ線に記録するという装

置を開発しました．��
� ���のある講演者は，この

方式では媒体の進行方向と磁界の向きが垂直に交差

しているので，これは垂直記録であると考えること

ができる，と述べていました．この方式を採用した

「テレグラフォン」と呼ばれる録音装置が現在も残っ

ていますが，これが垂直磁気記録装置であるという

のは，新しい発見でした．

先日開催された C��"����	奈良県，新公会堂 �月

�7日～�月 ��日
では，小林先生 	元プリンストン

大
 が，現在の C$$ の信号処理に 1(�+	1� 
���

(������� ��'�&�& +�,�������
方式が採用される

ようになるまでのいきさつを講演されました．

現在，計算機の外部記憶としては C$$ などの磁

気記録装置，$4$や "$などの光記録装置，そして

フラッシュなどの半導体メモリがあります．磁気記

録装置は機械的な部分を持っていますので，近い将

来半導体メモリに取って代られるだろう，と ��年前

は言われていました．しかし，記録密度の限界に到

達したという説が出るたびにその限界を超えて記録

密度を向上させ，他の記録方式に対しては，記録密

度やビット単価ではかなりの優位を保ってきました．

しかし，近年の光記録やフラッシュメモリの性能向

上と価格の低下が目覚しいため，磁気記録のこれま

での優位を保つために，$��� �
� � ��,，1�

� ���

�����? 熱アシスト記録 	C��(
など，垂直磁気記

録の次の新しい記録方式の開発が精力的に行われて

います．

新しい記録方式の開発の動きを見ながら，記録の

ためのこれまでの信号処理方式開発のいきさつを考

え合わせると，垂直記録方式はもちろんのこと，次

の世代の記録方式でも情報理論，符号理論，通信理

3�



論が重要な役割を果すとともに，記録のための信号

処理が興味深い理論的な問題を提起することが期待

できると思います．

若手研究者のための招待講演会開催報告

松嶋敏泰 	早稲田大学


��������会場のリザンシーパークホテル茶谷ベ

イ 	沖縄
において ����年 33月 ��日に若手研究者

のための招待講演会が開催されました． この招待講

演会は ����シンポジューム直前に行われる恒例の，

����，�999 ���� &�
��� ���� � L���� "���
� ，

電子情報通信学会情報理論研究会の共同主催のイベ

ントです．ご存知と思いますが，この招待講演会の

予稿が電子情報通信学会技術研究報告 	��
となって

いるのは，このイベントが電子情報通信学会の第 3

種研究会でもあるためです．

さて，今年の講演会では，招待講演者の皆様に次の

ような興味深いテーマで講演をしていただきました．

鶴丸豊広先生 	三菱電機


量子暗号の研究動向と実用化への取組み

向井信彦先生 	武蔵工大


"F生成画像の品質と高速化

山里敬也先生 	名大


センサネットワークを支える情報理論

陳佃軍先生，橋本猛先生，

ナリンサンパット ウィーラシンゲ先生 	電通大


�����#
�&� "$��

33�名と多くの聴講者にもお集まりいただき大変

盛況な講演会となりました．最新の研究動向や普段

なかなかまとまったお話を聞く機会が少ないテーマ

など，大変バラエティに富んだ内容をそれぞれ大変

分かりやすくご講演いただきました．この場をお借

りして，大変お忙しい中，貴重なご講演をしていた

だきました招待講演者の先生方に改めて御礼申し上

げます．

第 (-回情報理論とその応用シンポジウム +��
�()).,にご参加下さい

柴田孝次 	北見工業大学


木々の緑が日に日に目にまぶしくなり?夏に向かっ

ていることが感じられる季節になりました� 皆様に

おかれましてはますますご健勝のことと存じ申し上

げます�

さて? 第 �� 回情報理論とその応用シンポジウム

	��������
 は北海道の函館市で開催されることに

なりました� 皆様多数のご参加をお願いいたします�

����シンポジウムは ���2年までは北海道と沖縄

では開催されておりませんでした� しかし? ����年

の沖縄開催? 今年の北海道での開催となり? 「全国制

覇」が成し遂げられることになりました�

前会長の小林欣吾先生から北海道での開催を打診

されましたのは ����年 �月上旬でありました� これ

までの ���� シンポジウムと同様な会場で? 交通の

便についても ���� 会員を始めとする参加者の方々

にとって便利なところ? そして ���� には欠かせな

い「温泉付」という条件で検討をいたしました� 北海

道には温泉がいたるところに出ており? 温泉地選び

には事欠きませんでしたが? 最終的にシンポジウム

会場としての条件を満たす? 北海道の南部で温泉地

として有名な湯の川温泉のある函館での開催となり

ました�

昨年の暖かい沖縄での開催から一転して寒い北海

道での開催でご参加の皆様には少し暖かい服装でい
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らしていただきたいと思います．

��������の開催期間と場所は下記の通りです�

�������� が開催されます函館の湯の川温泉にある

会場のホテルは? 飛行場から近く? 車で 3�分ほどで

到着できます�

開催期間=

平成 3>年 33月 �>日 	火
 M 3�月 3日 	金


	33月 �>日 	火
午後に電子情報通信学会

情報理論研究会を開催予定


開催場所=

花びしホテル 	函館空港から車で約 3�分?

L(函館駅から車で約 3�分


〒�2�#��7� 北海道函館市湯川町 3丁目

3�番 3>号

�9+ �37>#�8#�373	代表


.�N �37>#�8#��8�

9&��� �����
������
�
��	��
��

-(+ 
����������
������
�
��	��
���

��������のロゴマークは函館を象徴する五稜郭

と最近建てられた五稜郭タワーを配置したものにし

ました�

五稜郭は「北方防備の目的で造られた日本初のフ

ランス築城方式の星型要塞� 幕軍と官軍の最期の戦

いである箱館戦争の舞台となったことでも有名 	こ

の項 000���,���%�����O�; より転載
」です�

函館の夜景は世界三大夜景 	ナポリ? 函館? 香港
の

一つとして知られております� その夜景見学のオプ

ショナルツアーをシンポジウム参加の方々に旅行業

者の方で用意する予定になっております� 函館は横

浜・長崎と並び日本で初めて外国との交易を始め? 西

洋の影響を受けた建物や街並みが多く残っています�

函館は丸一日をかけると一筆書きコースで名所・観

光スポットなどをまわることができます� この機会

に北海道の玄関? 函館をお楽しみいただけたらと思

います�

私ども実行委員会のメンバーは ��������を成功

させるべく? 密に連絡を取りながら準備活動をして

おります�

今年は ���������の開催年にあたりますが? 「全

国制覇」につながる? ����史上初の北海道でのシン

ポジウムに多数の皆様がご参加くださいますよう?実

行委員会一同お待ちしております�

今後のスケジュールは以下のとおりとなっており

ます�

� 8月上旬 �������� 公式ホームページ立ち上げ

� >月上旬 参加・発表・宿泊申し込み受付け開始

� �月 3日 発表申し込み〆切

� �月 ��日 カメラレディ原稿〆切 	必着


� 3�月 3�日 参加費支払い早期割引〆切

� 3�月 �>日 アドバンスプログラム公開

� 3�月 73日 参加・宿泊申込み〆切

� 33月 38日 参加・宿泊費・懇親会費支払い〆切

ご不明な点は下記事務局までお問い合わせをお願

い致します�

�������� 実行委員会

〒���#>��8 北海道北見市公園町 3��

北見工業大学情報システム工学科

情報通信システム工学研究室内

�������� 実行委員会事務局

�9+= �3�8#��#�7��
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今井秀樹 	中央大学


今井秀樹 	中央大学
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��������� 	����年 3�月 �� 日～33 月 3 日，韓

国ソウル
 の詳細については，以下の/�) 1��� を

ご覧ください．
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問い合わせ・連絡先

���������実行委員会 	国内
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基礎境界ソサイエティ特別企画案内
『人間の手の巧みさ 	��'
� �
�
 は数学で演出できるか？』

	"�� ��
��&�
��� ����� ��� F��� �
� $�'
� ��� ��
���� �� C�&�� C����R


講 演 者 有本 卓 	立命館大学


講演日時 ����年 �月 ��日 37時～3�時 	予定


講演：��分，質疑：7�分

場 所 金沢大学

司 会 坂庭 好一 	東京工業大学


　

問い合わせ・連絡先

坂庭 好一 	東京工業大学
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"�/�符号ワークショップ 開催案内

日程 ����年 >月 7�日 	水
～�月 3日 	金


会場 オ ー シ ャ ン リ ゾ ー ト ホ テ ル マ ホ ロ

バ マ イ ン ズ 三 浦 	神 奈 川 県 三 浦 市


������������	�
�
�	
�������
���
�������

主催 情報理論とその応用学会

共催 �999 �� �����
� L���� "���
� 

協賛 電子情報通信学会 情報理論研究専門委員会

実行委員会

委員長 渋谷 智治 	���9


委員 和田山 正 	名古屋工業大
，楫 勇一 	奈良先

端大


開催趣旨

本ワークショップでは，+$1"符号およびその関

連分野について，従来の研究会の形式にとらわれる

ことなく，より突っ込んだ議論を行う場を提供しま

す．オリジナルな研究成果の発表に限らず，チュー

トリアルやサーベイ，他者の研究紹介，問題提起，国

際会議報告といった +$1"符号の研究動向に関する

発表も広く歓迎します．

講演および参加 	聴講
 申込については，ワーク

ショップホームページ


�������������
�����
�������

をご覧下さい．

3�



第 0回シャノン理論ワークショップ +�
&).,開催案内

日程 ����年 �月 8日 	木
～�日 	土


会場 兵庫県城崎温泉　川口屋城崎リバーサイドホ

テル

主催 情報理論とその応用学会 	依頼中


共催 �999 �� �����
� L���� "���
� 	依頼中


協賛 電子情報通信学会 情報理論研究専門委員会

	依頼中


��� ������������������������	�������������

実行委員長 植松友彦 	東工大


情報理論とその応用学会 ()).年度役員

顧問
笠原 正雄 	大阪学院大
，平澤 茂一 	早大
，今井 秀

樹 	中央大
，田中 初一 	神戸情報大学院大
，原島 博

	東大
，韓 太舜 	電通大
，中川 正雄 	慶大
，小林 欣

吾 	電通大
，��� +�� 	デーヴィス大


理事
会長　　　　 坂庭 好一 	東工大


副会長　　　 平田 康夫 	5$$�


　　　　　　 藤原 融 	阪大


国際担当理事 白木 善尚 	湘南工科大


　　　　　　 松嶋 敏泰 	早大


庶務理事　　 地主 創 	青学大


　　　　　　 若杉 耕一郎 	京都工繊大


会計理事　　 内匠 逸 	名工大


　　　　　　 大槻 知明 	慶大


編集理事　　 田島 正登 	富山大


　　　　　　 植松 友彦 	東工大


企画理事　　 大濱 靖匡 	九大


　　　　　　 山里 敬也 	名大


監事　　　　 阪田 省二郎 	電通大


　　　　　　 山本 博資 	東大


幹事
国際担当幹事 有村 光晴 	湘南工科大


　　　　　　 野村 亮 	青学大


庶務幹事　　 野上 保之 	岡山大


　　　　　　 稲葉 宏幸 	京都工繊大


会計幹事　　 宇佐見 庄五 	名城大


　　　　　　 佐波 孝彦 	千葉工大


編集幹事　　 中澤 真 	会津大


　　　　　　 松本 隆太郎 	東工大


企画幹事　　 岩田 賢一 	電通大


　　　　　　 和田 忠浩 	静岡大


���担当幹事 村松 純 	���


　　　　　　 桑門 英典 	神戸大


幹事補佐 長谷川 浩 	名大


評議員
荒川 薫 	明治大
，伊丹 誠 	東京理科大
，井原 俊輔

	愛知江南短大
，大橋 正良 	5$$�
，岡 育生 	大阪市

立大
，金谷 文夫，金子 敏信 	東京理科大
，鎌部　浩

	岐阜大
，川端 勉 	電通大
，川村 信一 	東芝
，久保

博嗣 	三菱電機
，河野 隆二 	横国大
，古賀 弘樹 	筑

波大
，笹瀬 巌 	慶大
，笹野 博 	近畿大
，杉村 立夫

	信州大
，高田 豊雄 	岩手県立大
，常盤 欣一朗 	大

阪産大
，鳥居 直哉 	富士通
，中川 健治 	長岡技科

大
，中村 勝洋 	千葉大
，西島 利尚 	法政大
，畑 雅

恭 	中部大
，松嶋 智子 	職業能力開発大
，森井 昌克

	神戸大
，森田 啓義 	電通大
，山崎 浩一 	玉川大
，

山田 功 	東工大
，山西 健司 	�9"
，横尾 英俊 	群

馬大
，吉田 進 	京大
，4�5� *�� ��%� 	ブリティッ

シュコロンビア大
，C�� 4���, 	エッセン大
，*���

4���
�� 	シドニー大


実行委員長
��	
���
 柴田 孝次 	北見工大


���	
���
 今井秀樹 	中央大
，L���#���� �� 	ソ

ウル大


インターネット契約担当
山本 博資 	東大
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()).年度第 1回理事会報告

情報理論とその応用学会

����年度第 3回理事会

����年 7月 3>日 	土
 3�=7�～38=��

於　名古屋大学　 �*電子情報館

　 �階　電気系会議室

議事

3� ����年度役員 	顧問，評議員，幹事
について

�� ����年度第 7回理事会議事録確認

7� ����年度会計報告

2� ����年度事業報告

�� ����年度ニューズレター発行報告

�� ��������開催報告・決算報告

8� ����年度予算案

>� ����年度事業計画

�� ����年度ニューズレター発行計画

3�� ��������開催計画

33� ���������開催計画

3�� ��������奨励賞選考について

37� 新規入退会者の承認について

32� 予稿集 "$#(!� について

3�� ����� ���> について

3�� その他

国際会議のお知らせ

以下のご案内する内容につきましては，変更になっ

ている場合もありますので，ご自身でのご確認をお

願い致します．最新情報は以下のサイトなどをご覧

下さい．

�999 "���� ������� ��

-(+ 
�����������			�����
���	�	�
	�	��

�

�������	 ����

日時 ���8年 33月 ��日M33月 7�日

場所 /������
��? $"? -��

-(+ 未定

締切 未定

��� ���� !���

日時 ���8年 3�月 3日M3�月 7日

場所 *��
�&� �? �$? -��

-(+ 
�����������			 �
�����

 �
���!��������	"�
���

締切 未定

��" ����

日時 ���8年 8月 3日M8月 �日

場所 *� ���? �� 0��

-(+ 
�����������	��	���������

#$%���!�
���

締切 未定

���� ����

日時 ���8年 �月 �2日M�月 ��日

場所 ����? . ����

-(+ 
�����������������!�����

締切 未定

��� ����

日時 ���8年 �月 �2日M�月 �>日

場所 F�����0? ���
����

-(+ 
�����������

���!�����

締切 ����年 �月 3�日

3>



�#$%�%& ����

日時 ���8年 �月 �日M�月 3�日

場所 ����� ���? �5? -��

-(+ �

�=;;000�����#������&�� �;���8;

締切 ����年 >月 3日

��� ���� �
�
��

日時 ���8年 2月 �7日M2月 ��日

場所 $�)���? � �����

-(+ 
�����������			 �
�����

 �
���!�������

締切 ����年 �月 3�日

����������

日時 ���8年 2月 3�日M2月 ��日

場所 C�������? C�? -��

-(+ 
�����������
�������!�����

締切 ����年 >月 2日

"�#� ����

日時 ���8年 7月 33日M7月 3�日

場所 C��� 5���? "����

-(+ 
����������
����
�����
�����

�
�
����!�

締切 ����年 �月 ��日

�������	 ����

日時 ����年 33月 �8日M3�月 3日

場所 ��� . �������? "�? -��

-(+ 
�����������			�����	
������������

締切 締切済み

�'#�%# ����

日時 ����年 33月 32日M33月 38日

場所 C��� 5���? "����

-(+ 
�����������			�����
���	�
�������

締切 締切済み

����� ����

日時 ����年 3�月 ��日M33月 3日

場所 "!9N? �����? 5� ��

-(+ 
������������������������

締切 締切済み

��" ����

日時 ����年 3�月 ��日M3�月 ��日

場所 "������? "����

-(+ 
�����������������	���
����
�������

締切 締切済み

��� ���� $���

日時 ����年 �月 ��日M�月 �>日

場所 ���
 ���? "�����

-(+ 
���������� �
�������������

締切 締切済み

���� ����

日時 ����年 �月 ��日M�月 ��日

場所 ��,��? L����

-(+ 
�����������������
	��	
��
����

�
�����

締切 締切済み

"�&� ����

日時 ����年 �月 38日M�月 ��日

場所 ��� $����? "�? -��
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ニューズレター原稿募集

ニューズレター編集担当では，会員の皆様からの

原稿をお待ちしております．研究会やワークショッ

プなどの ���� �� ���� � や国際会議などの参加報

告，会員の声など，気軽に投稿して下さい．

今年は，あと � 回のニューズレターの発行を予定

しております．原稿の締切は，>? 33月末ですが，随

時投稿を受け付けており，原稿を頂いた時点での最近

号に掲載する予定です．原稿は，できるだけ +��9N

のソースファイルが望ましいですが，その他の形式

でも受け付けます．写真などの掲載も歓迎します．

詳細は，巻末の編集理事・幹事にお尋ね下さい．

編集後記

今回のニューズレターでは博士論文の特集を企画

しましたが，�名の方々より貴重な研究成果について

ご報告いただきました．これらの内容は会員の皆様

にとっても大変興味深いものと思っています．また

今号には，��������，���������等の開催案内が掲

載されておりますので，それぞれの記載情報に注目

していただければ大変にありがたく思います．また

それらの開催が今から大変楽しみです．最後に，博

士論文の特集にご投稿いただきました方々，そして，

原稿の執筆を快くお引き受け下さいました皆様に心

よりお礼を申し上げます． 	田島
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編集担当者

田島正登 �編集理事�

〒 �������� 富山県富山市五福 ����

富山大学工学部知能情報工学科
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中澤真 �編集幹事�

〒 � ������ 福島県会津若松市一箕町八幡門田 ���

会津大学短期学部産業情報学科
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植松友彦 �編集理事�

〒��%����% 東京都目黒区大岡山 %��%��

東京工業大学大学院理工学研究科集積システム専攻

�
�� ������!��%!�

"��� ������!�%���

#�����$ ���	�����������������	����

松本隆太郎 �編集幹事�

〒��%����% 東京都目黒区大岡山 %��%��

東京工業大学大学院理工学研究科集積システム専攻
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情報理論とその応用学会事務局

〒 � ����� 　京都市左京区松ヶ崎御所海道町

京都工芸繊維大学 工芸学部電子情報工学科内 若杉耕一郎 気付
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